
輸送（ミ２７船団）

ミ二十七船団
本船団は先行したヒ八十一船団と同じ経路を辿り、待ちかまえて
いた米潜水艦の狼軍Peto (SS-265),Spadefish (SS-411),Sunfish
(SS-281) ３隻の餌食となった。ヒ八十一船団の被害状況が何故
伝えなかったのか、これは軍上層部の怠慢である。
船団は当初１０隻であったが、途中で延慶丸と極運丸が機関故障
のため引き返し８隻の船団となった。
昭和十九年十一月十五日1600 高雄に向け門司出港
昭和十九年十一月十七日2200頃から米潜水艦の攻撃を受け始める。
昭和十九年十一月十七日2340 逢坂山沈没
昭和十九年十一月十八日0130 江戸川丸沈没
昭和十九年十一月十八日0317 盛祥丸沈没
昭和十九年十一月十八日0430 鎮海丸沈没
昭和十九年十一月 阿波川丸、松浦丸、杭州丸、延喜
丸の４隻は舟山列島の泊地に退避、その後松浦丸、延喜丸が高雄
に向かい、十一月二十六日高雄到着。解団

ミ２７船団



逢坂山丸
戦時応急油槽船、乗船部隊はなし。
海軍関係者および警戒隊が乗船

江戸川丸
海上挺進第十九戦隊 ２，２２２名乗船 行方不明２，０３０名
輸送指揮官 川満 寛常 陸軍大尉

盛祥丸
海軍第二十一根拠地隊 ４１２名

鎮海丸
第十三軍（満７３７） ２名
第十六機関砲隊 １３名
第十八連絡艇隊 ２名
輸送指揮官 片山陸軍大尉



逢坂山丸 三井船舶 6,925総トン
要目：戦時標準船2AT型（戦時応急油槽船）
昭和19年11月15日1600門司を高雄に向け出港。17日2340頃米潜水艦Peto(SS-265)からの雷撃を右舷

船橋下にうけ、北緯33度30分、東経124度30分（小黒山島南西 Km付近）において沈没。
便乗者、警戒隊計80名、船員62名 計142名戦死。
Peto sinks army cargo ships Aisakasan Maru, 33°50'N, 124°44'E, 



江戸川丸 日本郵船 6,968総トン
要目：戦時標準船２A型
昭和19年11月15日1600門司を出港。本船には海上挺身第十九戦隊、同基地隊、その他2,200名が乗

船。17日2205頃米潜水艦Sunfish(SS-281)からの雷撃をうけ2230総員退船が下令され退船中18日0130
再度雷撃をうけ大爆発を起こし、北緯33度35分、東経124度35分（小黒山島南西72Km付近）において
沈没。乗船部隊1,997名、船砲隊46名、船員70名 計2,113名戦死。
Submarine Sunfish (SS-281) damages Japanese army transport Edogawa Maru west of Quelpart
Island, 33°40‘N, 124°30’E． Edogawa Maru sinks the next day. 



盛祥丸 東和汽船 5,463総トン
要目：1919年米国製造 長さ125.1m 幅16.4m 深さ9m
海軍第二十一特別根拠地配属者、軍需品を搭載して昭和19年11月15日1600六連泊地を出港。高雄向け航

行中17日2207頃米潜水艦からの攻撃をうけ、運転不能となったが、応急措置をとり復旧作業中18日浮上し
てきた敵艦と交戦、しかし弾薬がつきた0317頃Sunfish(SS-281) からの魚雷を戦隊中央部にうけ北緯33度
35分、東経124度34分（小黒山島南西70Km付近）において沈没。護衛艦に救助された人は一旦上海に上陸し
その後青島、大連を経由して日本に生還した。（盛祥丸から生還して：佐藤康吉著）
便乗者412名、船員36名戦死。なお17日に救命艇に移乗した便乗者は2330頃小黒山島に到着した。

Sunfish sinks army transport Seisho Maru, 33°36'N, 124°18'E. 



鎮海丸 東亜海運 2,827総トン
要目：第一次標準船Ｃ型 長さ93m 幅13.7m 深さ7.6m 速力11ﾉｯﾄ
昭和19年11月15日1600六連泊地を高雄に向け出港。17日2200頃済州島沖において被雷沈没した江戸川

丸の乗船者を救助中、18日0430頃北緯33度39分、東経124度26分（小黒山島南西80Km付近）において米
潜水艦Peto(SS-265)の雷撃を左舷中央部にうけ被雷沈没。 写真は同型船 白馬丸
乗船者17未、船員22名 戦死

Chinkai Maru, 33°39'N, 124°26'E; 
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注 赤色は日本側、青色は米国側の発表を示す。

小黒山島


